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－形容詞相当語句について－
中村志郎
§はじめに
豪
3年前，本論集で「英語語法覚書一分詞について」を書いた。それは文学系の研究徒
が日頃の文学的渉猟においてその副産物として得た，語法カードの整理から生まれたもの
であった。従ってそれは英語学専攻者やグラメアリアンの，新しい言語観や新文法理論に
基づくような論考ではなくて，日頃英語教育に携わる者として日頃気付かされる文法・語
法の諸現象，特にいわゆるスクール・グラマーの領域からはみ出る言語現象を捕捉整理し
たもので，その意図するところは全く日常の教育的効用にあり，それらはみ出しの文法・
語法現象に対して授業担当者が教室で補足的説明を加える際の，用例集として利用出来れ
ばというものであった。幸いそのような用途の為に有用であるという感想や励ましを下さ
る方もあったりして，今回はその第2篇として形容詞相当語句に関するカードを整理して
みた。ここで言う形容詞相当語句とはOnionsのいわゆるAdjectiveEquivalentであり，
名詞限定要素としての形容詞句及び節のいくらかの用法について，以下考察したい。
筆者の「語法カード」の来歴や性格は初回のとき説明したのでここでは繰り返さないが，
スクール・グラマーではカバーし切れない言語現象が，あるレベルの言語材料では決して
珍しいものではなく，相当に出現するものであることを例証する為に，類似した例文を以
下かなり執勘に列挙することを，前回同様あらかじめ断っておきたい。なお筆者はその読
書範囲で当該用例を概ね落ちなくカードに採録しており，採録したカードは余り捨てずに
本稿で利用しているので，本稿項目相互間の例文の多少はほぼそれらの出現する頻度の度
合を示すものと考えていただいて差し支えない。例文には通し番号を付けてあるが，それ
は本小論末尾の出典一覧の番号と呼応しており，そこには著者・筆者名，作品名（長篇小
説や短篇集，戯曲，その他単行書名はイタリック字体，単一の短篇の類は“”で囲む）
を示してある。版や章，頁は繁雑を恐れ割愛した。なお例文に加えられたA、B、C、D.
の符号は。｜含撫” に鯉:鯉c･…汕"’
の別を表わす。即ちAは筆者力罰アメリカ人であること,Bは英国人であることを示し（判
定のつかぬものは落としてある),Cは会話部分であること,Dは地の文であることを示す。
組み合わすと四通りに区別される。－(A.C.),(A，，.),(B.C.),(B.D.）
※金沢大学教養部論集・人文科学篇22－2（1984）
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§1関係詞節の二重限定
1．1接続詞andにはその前後を対等に結びつける通常の用法のほかに，結合力の特に
強い場合がある。
a)Toloveandtobewisearetwodifferentthings.
b)Toloveandbewiseisscarcelygrantedtogod.
この二つの諺は結局同じことを言っているのであろうが，主語を結びつけるandの働きに
は大きな違いがある。a)では「両者は別のことだ」という内容にも示されるように,and
は二つの異った主語をそれぞれ独立したまま連結しているが,b)のandは二つのことの
同時成立をもたらすものであり，述語動詞もisが用いられていて，「愛しながら賢明である
ことは神にも至難のことだ」と愛の盲目性を歯切れよく訴える。次に挙げるTennysonの
肋〃""0γ宛加の中の有名な句
c)'Tisbettertohavelovedandlostthannevertohavelovedatall.
でも同じことが言え，「愛した」と「失った」の経験は別々のことではない。この同時成立
のb),c)例ではandは主語部分に入っているが，述部に入ったものでこれも諺から例を
引くと，
d)Youcan'teatyourcakeandhaveit.
e)Youcannottouchpitch,andnotbedefiled.
このようなandは勿論諺的なものにだけ用いられるのではな<,広く出現するが，スクー
ル・グラマーで扱われることは少ない。スクール・グラマーでは唯，冠詞の項で
f)Heisapoetandnovelist.
の類の例が出てくるが，このandは二者一体の関係を示すものとされる。D.H・Lawrence
の代表作のタイトルSb"sα"dLoz)27'sのandがこの二者一体である。周知の如<,この小
説の主題を考えれば，「息子と恋人」という訳語は不適切で，正確には「(母親の）息子で
恋人である者達」とするべきであり，低俗を恐れず言うなら「息子は恋人」とした方が適
切なのであろう。このような二者一体の「関係」を示すandに比べるとb)～e)のもの
は同時成立即ち「行動・状態の同時性」を示す点に特色があり，一般に動詞的要素を結合
するものである。
1．2前項の同時成立は実は本節標題の「関係詞節の二重限定」と直接のかかわりはな
い｡本節では関係詞の導く形容詞節群の同時成立を扱おうとしている｡即ちJespersenのい
わゆるDoubleRestrictionである。
001.…thereisnoinformationthatIcouldgivewhichwouldhelpyou…(B.D.)
002．…Iencountermoreandmorecharacterswhomlhaveforgotten,who
beckontomefromthepages...(B.D.)
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003.Therewerenorevolutionsthathecouldrememberwhichhadnotbeen
madeforjustice...(A.D.)
004.Thereain'tnobodyelsethatlknowofbetweenhereandtheriverwhohas
gotabrand-newautomobile.(A.C.)
005.Thereisalways…someonethingwhichwecandowhichistrulyforthe
bestandtrulyforthegoodofallconcerned.(B.C.)
006.Youaretheonlyyoungmanthatlknowofwhoignoresthefact…(A､C.)
これら6例において先行詞はいずれも「～であり同時に～である」という二重の限定を受
けており，この二重性は前項における「行動・状態の同時性」のandにより結合された二
つの語句の用法に類似している。ところが注目すべきことに，関係詞節群の二重限定の場
合にはその肝心のandが欠落している。二つの関係詞節はまるで畳みかけるように連なり
重なっているだけである。
二重限定とはどういうことであろうか。Jespersenは次のように定義する。
...tworelativeclausesareonlyseeminglycoordinated,whilereallythesecond
restrictstheantecedentasalreadydefinedbythefirst…("EG."I,p.87)
すでに第1の関係詞節で限定された状態での先行詞を，第2の関係詞節がまとめて制限す
るというのである。しかし実例に即して端的に言うならば，被限定物は条件Aと条件Bが
;蕊篭撰篭澤
人」ということである。「自分が知っている」という条件Aと「事実を無視する」という条
件Bの両方を充たす若者はあなたしかいないということである。知っている若者群と無視
する若者群の重なった部分が，今求められている被限定物である。しかし更に考えてみる
と発話者にとり，条件Aと条件Bは対等には意識されていないであろう。条件としての重
みはB,即ち後半にあるのだろう。事実を無視する者ということが発話者の関心の中心に
あり，自分の知っている中でというのは，極端に言えば言葉のあやであろう。ボクシンクﾞ
で言うと前半部Aはジャブであり，決定打は後半部Bにある。従って発話者は，前半部を
蕪雛鱗蕊驫
節の働きは，より正確に図形化すれば2番目の図のようになるものなのだろう。
1．3すでに挙げた6例ではいずれも,二つの関係代名詞の順序が‘目的格十主格'であっ
て，二重限定の形式としてはこれが一番多い。そのことはジャブと決定打ということと確
率的に関係があるのかもしれない。しかし勿論別の形式もある。逆の‘主格十目的格'では，
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007.…iftheysayanythingaboutthebookthat'sintelligentthatwedon'tknow
youtellme.(A.C､）
これの@that.….know'という形は条件Aとしてよく出現するものであるが，それが後半
B条件となっている。今の場合，自分らの著書について何か自分らの知らない批評が出て
いたら知らせてくれというのが発話者の関心事で，気のきいた批評ということは副次的な
事柄に過ぎないのである。
008．…thegreatpartwhichhefeltawaitedhimthenatureofwhichheonly
dimlyapprehended.(B.D.)
これは‘主格十所有格'である。dofwhich所有格'の二重限定における使用も興味深いが，
条件Aの主格whichにも挿入節Chefelt'が入っていて，しばしば目的格と混同される種類
のものである（3．2参照)。次例は‘目的格十目的格'の場合である。
009.Therewasnothingthathecouldhaveaskedherthatshewouldnotgladly
havegivenhim.(B.D.)
010.Sometimeswhenllistentoitlfeelthereisnothingthatmaniscapableof
thatlcannotdo.(B.C.)
両方共W､S・Maughamからの用例であるが,いずれも歯切れのよい文体で,条件Bによっ
て止どめを刺すという関係詞節二重限定の効果を十分に活用している。関係代名詞の種類
については,thatの使用は条件Aに多<,条件BがthatのときはAの方もthatになってい
る。
1．4関係代名詞の目的格はしばしば省略される。二重限定の場合も目的格は省略され
ることが多い。前項で‘目的格十主格'の出現頻度が高いことを述べたが，この形で目的格
の省略された場合は一段と多い。以下例示すると
011.Itwasthefirstthingl'deverreadthatgavemetheideasexcouldhave
beauty.(D.)
012.Culverwellexplainsthathenowneedsafriendhecan!dtrust''whowill
4lacceptbothCulverwellandGomez''…(A.D.)
013.Theremustbesomeboyheknowswho'stryingtoshowoffasadvancedand
wicked…(A､C.)
014．There'sonlyoneincidentl'vebeenabletorakeupthatmightsuityour
book.(B.C.)
015.Thinkofallthepeoplelknowwhoknowpeople.(A.C.)
016.Thatisalllcanthinkofthatissafefromthechildren.(B.C.)
017.David'stheonlyyoungboyleverknewwithanybrainsthatisn'tscared.
(A.C.)
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018．…aretheonlypeoplewecandiscoverinthispartofthecountywhoare
stilllivinginthesamehouse…(B､，.）
019.IthinkyouaretheonlywomanIhavemetwhoissointrinsically
detached…(B.D.)
020.…thisistheonlyspotlknowintheworldthatisbefore-the-war.(A.C.)
021.Whohasgiventhecolliersalltheyhavethat'sworthhaving…？(B､C､）
022.Therewastheonlymanlevermetwhoknewtheanswers.(A.C.)
023.You'retheonlyonelknowwholoveshisparents.(A.C)
024.-theonlylove-affairIhaveeverhadwhichendedwithoutpainor
regret.(B.D.)
025.Idon'tmindanythingyoudothatmakesyouhappy.(B.C.)
026.-especiallyiftheywereaboutathousandtimesnicerthanthepeople
youknowthat'realiveandall.(A.C.)
027.-thereisnosinglethingldothatismoreimportantthangoingintothat
awfulroom307.(A.D.)
028.…hedideverythingelsehecouldthinkofthathethoughtmightmakeher
talktohim.(A､D.)
029.Shewastheonlypersonheevermetwhocouldlookuppassagesand
quotationstoshowhiminthemiddleoftheconversation...(A.D.)
030.I'mwritingabouttheonlypersonl'veeverknownwhom,onmyowntenns,
Iconsideredreallylarge,andtheonlypersonofanyconsiderabledimensions
I'veeverknownwhonevergavemeamoment'ssuspicionthat…(A.D.)
030には$[関係代名詞]+関係代名詞'が2組含まれており，第2組は011～029と最後の030には@[関係代名詞]+関係代 ，
同様‘〔目的格〕＋主格'であるが最初の組は‘〔目的格〕＋目的格'である。次に列挙するの
はこの形式のものである。
031.1t'stheonlyformofjewelryamancanwearthatwomenfullyappreciate.
(B.C､）
032.Isthereanythingyouneed/Thatyoucan，tfindinthekitchen？(B､C,）
033.…theinvitationshereceivesfromotheruniversitiesthathedeclines…(A.
D.)
034．－一Earnestmentionedseveralpartieshehadheardabouttowhichthe
Jaegershadn'tbeeninvited…(A.D.)
035.Shewastheonlygirlheeverknewwithwhomhecouldunderstandhow
anothermanmightbepreferred.(A.D.)
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036.Ithinkofhimwithaffection-evenlove-astheonlyfilmproducer
Ihaveeverknownwithwhomlcouldspenddaysandnightsofconversa-
tion…(B.D.)
この目的格二つの形式で省略されるのは常に前半部の目的格である。B条件の目的格関係
代名詞が省略された例は手持ちのカードにはない。先行詞と直結してはじめて省略しうる
のであり，先行詞と遠く離れてしかもandで結ばれることのない二重限定B条件の関係代
名詞がもし省略されれば，意味内容の伝達に混濁が起きるだろう。例えば次のような挿入
節付きの関係詞節と区別力ぎつかなくなるおそれ力訂出てくる。
Doyouthinkl'llrecommendamanwhomlknowyoudislike？
次の2例は‘〔目的格〕＋所有格，の場合である。
037.…hewastheonlypersonlsawthatnightwhosenervehadgone.(B.D.)
､038.Athoughtfulgiftforsomeoneyoulovewhoseeyestireeasily.(A.D.)
1．5関係代名詞だけでなく，当然のことだが関係副詞が導く節の二重限定もある。
039．…it'stheonlyplacel'veeverbeeninmylifewhereldidn'tfeellike
somebodywassittingonthebackofmyneckallthetime.(A.C.)
この場合もA条件の関係副詞が,一般に省略されることの少ないwhereであるにもかかわ
らず，省略されていて‘〔関係副詞〕＋関係副詞'という二重限定になっている。
以上は二つの関係詞節による二重限定を見てきたのであるが，‘句十節'による二重限定
の例を最後に挙げておくと，
040.Thereisprobablynocriticwritingtodaywhowouldsayofhim…thathe
was$thegreatestwriterborninthel9thcentury.'(B.D.)
041.Wasthereeveryetanythingwrittenbymeremanthatwaswishedlonger
byitsreaders…？(B､，.）
042．…therewerebutfewthingsdoneinthetownthathecouldnotseethe
insideof.(B.D.)
040は‘現在分詞十関係代名詞'9あとの二つは‘過去分詞十関係代名詞'の例である。
1.6Jespersenは｢二重限定は特に否定表現のあとで頻出する」と言っているが(MEG.
I",p.88),これまでの例文001～042における43例で見ると,041の疑問文も含みいわゆ
る否定的内容に続くものは10例で，特に多いという印象はない。むしろ二重限定を受ける
先行詞は，それ自体が強い限定語であったり，強い限定語で修飾されたりの場合が多いと
言った方がよいだろう。即ち43例中theonlyで修飾されているもの16例9noで修飾されて
いるもの(nothingを含む)7例,anything4例,allやeverything4例，その他thefirst
やonlyoneの修飾を受けているものなどで，これらが全体のうちの多くを占める。後に続
く二重限定を予想することで先行詞自体が強い限定語と結びつき易いということである
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う。例えば最多例のtheonlyで考えれば,039の「行ったことのある所で，誰かに押さえ
つけられていると感じないで済んだ唯一の場所」という内容に於て，発話者は条件AとB
の重なりによって「場所」を一箇所に絞り込む。このような二重限定を予測するとき発話
者は思わずtheonlyを先行詞にかぶせるということになり勝ちなのであろう。
1．7以上andで結ばれることのない関係詞節二重限定を見てきた。これに対応して二
つの関係詞節がandで連結される場合が，当然のことな力ざらある｡
043.JudeseemstorepresenttheearlyHardy,forwhomsuccessappeared
illusoryandwhoseprivatelife…wasatorment.(A.D.)
044.…tomyfriendSirG.D.,whosemotherwasaSpanishlady,andtowhom
thelanguageishalf-native…(B.D.）
045.Doyoumeantosaythatthatgirl,whohadtheimpudencetoasktoseeme
twodaysago,andwhomltoldyoutosendbacktoherfatherwithmyorders'
thathewastogiveheragoodhiding,isherestill？(B､C､）
3例のうち最初の2例の先行詞は固有名詞，最後のものはthatgirlで，当然発話者の意識
にそのイメージはすでに固定されている。このようなとき条件Aである範囲を定め，条件
Bで一点に確定するような関係詞節の二重限定はもう出る幕力：ない。andで結ばれた二つ
の関係詞節A,Bはジャブと決定打でなく対等の重みを持ち，あるいは同じ内容の言い換
えであったりする。二重限定に対し等位限定とも言うべきこの構文では，条件Aと条件B
震壹鰯蝋ゞ
このように見てくると「andなき二重限定」とこの「and付等位限定」は名詞修飾の形容
詞の二つの形式と対応するものと考えてよいのであろう。
a)abeautifulwhiteflower(白い花←美しい）
b)abeautifulandfragrantflower(花←美しい/匂いがよい）
b)のandで結ばれた二つの形容詞は対等にflowerを修飾し，発話者の関心は両形容詞に
対して平等に働いている。a)のbeautifulはwhiteflowerを修飾し,whiteは今の場合客
観的な属性で，発話者の関心は専ら主観的なbeautifulに向かっている。つまりbeautiful
が二重限定の条件B,whitebr条件Aで,順序から言うと二重限定関係詞節の場合と逆であ
る。しかし被限定語に対してA力罰近<B力：離れているという観点では両者一致した法則性
をもつ。
上記043～045の3例は非制限的用法で,二重限定との比較にはなじまないとするなら
ば，以下の例はいずれも明確に制限的用法の場合である。
046．Thereareperhapspeoplewhoregardthisasthepainfulbutrighteous
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executionofasolemnduty,andwhoseeSuehereexaltedtoherhighestas
astrongandnoblewoman.(B.D.)
047.…thestoryofthetwobrotherswhoareclergymenandwholettheirfather
drown.(B.D.）
以上は主格と主格，次は目的格と目的格の場合である。
048.…ayoungfemalecreaturewhomhehadgoneintoandwhomhedesired
again.(B.D.)
049．…itseemedtopresumeanintimacywhichshehadneveracknowledged
andwhichlhadneverclaimed.(B.D.）
050.Therearealotofthingslwantyoutotellmeandwhichlthinkloughtto
know.(B.C､）
050ではA条件の関係代名詞目的格は省略されている。以下の例は主格，目的格,所有格の
組み合わせの場合である。
051．…fromaladywhocalledherselfMrs.Yiiandwhomhewithaconsular
passionforprecisioninsistedoncallingMissLambert.(B.D.)
052.Therewasanothereventwhichlcouldn'tputdowninthenotebookand
whichsickenedme…(B.D.)
053．...shewasonceawomanwhoseintellectwastominelikeastartoa
benzolinelamp:whosawallmysuperstitionsascobwebsthatshecould
brushawaywithaword.(B.C.)
最後の053にはandがな<,コロンが間に入っている。これは二重限定か等位限定か。こ
こで条件Aと条件Bは対等の内容，むしろ同じことを別の言い方で述べていて，それぞれ
独立して先行詞を修飾し，二つのうち一方を除いても意味をなす。ということであればこ
のコロンはandと同じ働きをしていることになる。
1．8andだけでな<butもまた二つの関係詞節を対等に結びつける。順接のandに対
して逆接に連結する点が違うだけである。
054.…MissRosettaG.Spearing,whosayssheisadistressedwriter,butof
whomlknownothingwhatever.(B.D.)
055.…Marilyn,whomshelikeswellenough…butwhoseinanebabbledrives
herwild.(A.D.)
056.Itwastheaddressofthisgirlthatwasn'texactlyawhoreoranythingbut
thatdidn'tminddoingitonceinawhile…(A､D.)
これらは固有名詞やthisgirlを先行詞とするが，以下の例は一般の場合で，また明らかに
制限的用法である。
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057．…askedhimincoldlevelwordswhichhadoncebeenEnglish,butwhich
seemedtohavelosttheaccentofnationality...(B.D.)
058.…Chicagofriendswhoweretotakeherover,butwhohadbeendetained.
(A.D.)
059.Thereareagreatnumberofbiologistswhoatleasttentativelybelievein
evolution,butwhoneverthelessareactivemembersofChristianchurches
andfindnoproblematall.(B.D.)
060．Thesickmanwaslikeadogthatisillbutwhichgrowlsfromadeep
Corner…(B.D.)
これらは両方共に主格関係代名詞である。次は共に目的格の例である。
061....fromonewhomlhave...knownasaname...ofdiStinction...butwhom
Ibelieve…Ihaveneverseenintheflesh.(B､D.)
062.…shepickedupanovelwhichshedidn'twanttoread,butwhichshewas
goingtoread.(B.D.)
063.…findshimselfpursuedforamurderofwhichheisentirelyinnocentbut
whichhebelieveshehascommitted.(B.D.)
以下は主格，目的格，所有格の組み合わせの例である。
064.…inavoicewhichwasnottremblingorscaredbutwhichwemaycall
fairlyexpressive.(B.D.)
065．Shepassedcloseto...menwhowerelaughing,butwhoselaughtercould
havebeenstruckdeadbyasimpleword.(B.D.)
066.…astorythatwaslargelyincomprehensibletoOneEye,buteverydetail
ofwhichtheshe-wolfknew.(A.D.)
067.Youwastellingabout…thethingsyoucan'tseebutwhichmakemensick.
(A.C､）
最後067では050と同様条件Aを導く関係代名詞目的格が省略されているが，二重限定に
比べて等位限定の方は関係代名詞の省略は少ないようである。また043～067のand,but
入り25例中A条件がthatの場合は2例,A条件B条件共にthatが1例で,二重限定全体に
比べてthatの使用頻度は著しく低い。
1．9一見二重限定に見えるがそうではない場合がある。
068.Itinvolvesastudyofthehumanheartwhichleadsusthroughdeviousmazes
ofpassion,outofwhichitisdifficulttofindourway.(A.D.)
069.There'snotasinglebeingonearththatlwouldwanttolookathisdearface
now,towhomlwouldwillinglytakehim…butyou.(B.C､）
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共に形は二重限定の場合と同じであるが，068の二つ目のwhichの先行詞はmazesであ
る。069は内容を見るとA,B同等の重みがあり，畳みかけではなく同じ内容のことを言い
方を換えて述べていて，二つの節の間にandが入る方力哩ましいと思われる。次の二例は
先行詞の後でコンマがあるが,069と同様な理由でやはりandが欲しい。
070.Sherememberedthefunnyoldmistress,whoseassistantshehadbecome,
whomshehadlovedtohelp...(B.D.)
071.…itwasabouttheoldcooklinquiredfirst,whosenamelcouldnever
remember,whomlsawonlyasafigureinalongwhiterobe…(B.D.)
070ではA,Bは敷術的に展開し,071では言い換える様に展開していて，いずれも等位限
定の展開である。次例の場合はその内容からしてandではな<butが間に欲しいところで
ある。
072．…hehadlistenedeagerlytopeoplewhopretendedtoknow,whoknew
nothing.(A.D.）
069～072のように二重限定に見えな力ざら等位限定と思われる場合が時にあるが，その逆の
例は手持ちのカードには見つからない。
§2関係詞の多様な用法
2．1関係詞は多様多彩に使われる力:，同時にその用法は論理的で明蜥である。
073.ThePresident…shouldbeamanonthetendencyofwhosewritingsthere
isnodifferenceofopinion.(B.D.)
‘関係代名詞所有格十名詞'が前置詞句の目的語になって後につな力ざり，そこにはきっちり
した構成の美しさがある。
074.Shedismissed,however,themaidtokeepwhomhadbeenalmostamatter
ofprinciple…(B.D.)
関係代名詞が不定詞の目的語になることは少〈ないが，その不定詞が関係詞節内の主語で
あるというのは余りない。しかしそれは極めて論理的な構造であり，そして極めて論理的
に次のように置き換えること力罰出来る。
a)whomtokeephadbeen...
b)whomithadbeen…tokeep
Jespersenは074のtokeepwhomのような語順をlsomewhatpedantic'と言い,b)の
ような分離型を4colloquial'と呼んでいて,a)のタイプに特にコメントがないのはこれが
一般的ということだろう("EG."I,p.183)。
075．…hehadnoauthorityformakingpublictheconcernsofapropertyin
managingwhichhewasonlyapaidservant.(B.D.)
英語語法覚書(II)
076.…W7"es6"召》O""isfarfromthepessimisticordestructiveormorbidly
sexualworkitwasonceattackedforbeing.(A.D.)
077.…she'snotthekindofwomanwhoyoucanimaginehavingaguiltysecret.
(B.C.)
075は‘前置詞十動名詞'において関係代名詞が動名詞の目的語,076は‘前置詞+being'に
おいて省略された関係代名詞が動名詞beingに伴う補語,077ではwhoが関係詞節中の目
的語たる動名詞havingの意味上の主語になっている。これらを見ると全く自由自在に関
係代名詞が使いこなされている感がある。
078.Ishallbehere…onthel2th・andl3th.Sept・ifyouliketocalloneither
a丘ernoon,lettingmeknowwhichadayorsobefore,thatlmaynotbeout.
(B.D.)
ここでは分詞構文lettingmeknowの目的語として関係代名詞が使われている｡Jespersen
に言わせると，分詞構文がらみのこのような関係代名詞も@notnatural'ということになる
のかもしれないが(MEC.Z",p.184参照),この用例を見ると論理的かつ融通無碍の感が
する。そして日本語にこのような自在な融通性と綴密な論理性をもつ何か語法があるだろ
うかと思われてくる。この078はT.Hardyの書簡集からの用例であるが，彼の書簡集に
は興味深い関係代名詞の用法がよく出現する。例えば次の4例の関係代名詞は命令文中の
目的語になっている。（第2例以下前文略）
079.Iamobligedonaccountofagetogetmyletterstypewrittenwheneverlcan,
whichpleaSeexcuse.
...,whichpleasepardon.
...,whichpleaseletmehaveback.
...,forwhichacceptmywarmthanks.(B.D.)
次例もやはりHardyの書簡集からで命令文ではない力§それに準じる用法である。
080.Ihavereceivedthevolumesofpoems,forwhichmanythanks.(B.D.）
JespersenのMM.mにShelley例として，
Inclosedistenpounds-whichbesogoodastosaythatyouhavereceived
safe.(MEC."r,p.196)
が出ている力ざ,関係代名詞のあとに命令形が出るのは手持ちのカードではHardy例以外に
なく，彼の書簡集でも例は第6巻(1920年～25年）に集中している（第7最終巻は未刊)。
書簡という特性もあろうが，彼がこの時期好んで用いた表現と言えよう。関係代名詞の用
法は多彩であると共に，ある意味では恋意的な要素が強いのではなかろうか。
2．2次の2例は比較的珍しいものと思われる。081はこれもHardy例であるが関係代
名詞whoseが独立所有格として使われている場合,082は現代アメリカのものだが複合関
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係代名詞whatの目的格が物ではなく人を表わしている場合である。
081.Ioffermyselfandmyenergies…toyou,mydear,dearlady,whoselshall
bealways!(B.C.)
082.Yourwifewasinthebackyardwithyourboyandwhatltooktobeanold
girlfriend…(A.C.)
2．3次の2例の関係代名詞目的格は二つの述語動詞の共通目的語ではなく，2番目の
ものの目的語である。
083.…mypreciousbabies,whichlmustgobackandsee.(A.C.)
084.HowcouldIpossiblyknowanythingthatheoughttostayandlistento？(B、
D.)
統語的に問題がありそうだｶr,toと置き換えることの出来るandと見れば，納得出来る形
なのであろう。それでは次のG.Greene例はどうであろうか。
085．Itwasagroupofyuccafarmerswhomwewerenowgoingtomeetand
listentotheircomplaints.(B､D,）
whomは最初の動詞の目的語であり,2番目のGlistento'には独自の目的語が続く。これ
もand力ざtoになれば形は整うが，このままでは統語的乱れと言わざるを得ないだろう。
2．4所有格関係代名詞$ofwhich'はスクー ル・グラマー でも説明され，出現度も高い
ものであるが，学生には最も苦手の領域であるので少し例を整理してみよう。
Thehousetheroofofwhichisredismine.
(ofwhich'が限定する名詞の直後にあるこの形式は最も普通にスクール・グラマーで扱わ
れる。これに対して次例は直前型である。
086.Shetookupapen,ofwhichthehandlewasapeacockfeather…(A.D.)
087.Thatletter(ofwhichonlythebeginningisquotedhere)…(B.D.)
次例は分離型である。
088.…hehadchoseneighteen,ofwhichthesefourwereasample.(A.D.)
内容的にこれはthesefourofwhichではな<,asampleofwhichである。asampleが
wereに続く補語である為，直前型や直後型ではbe動詞が最後になるclumsinessが起こ
る。それを避ける為の分離型であろう。分離型を更に3例挙げると
089.…abottleofaspirinfortheheadachesofwhichSarahfeltsurethatshe
andSamwerethecause.(B.D.)
090.…somecommunityofwhichhecanfeelhimselfamember.(B.D.)
091．…betweenwallsofconcreteofwhichhecouldn'tseethetopthroughthe
snow…(B.D.)
089は088と同類,090のamemberは目的格補語でやはり文末の方がおさまりがよいよ
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うである。しかし091ではthetopはseeの目的語であり分離の理由は見当たらない｡補語
の場合だけでなく広く出現しうるということだろう。
092．…thelittlecrowdlwasinwith,thatlusedtobethestarof,wasthe
snobset…(A.C.)
ここでthestarは補語で分離されているが更に先行詞がcrowdの為かwhichがthatに
なり,ofが末尾に回って，結局関係詞節はthestarofで終る。042もこれと同型であった。
Jespersenは,setphraseを含んでいないときこのような形は余り自然でないとし，今は用
心深い作家は避けていると言う("EG.Z",p.187)。
093.Ienclosealettertowhichtheanswerhadbetterperhapscomefromyou.
(B.D.)
093はofwhichでな<towhichであるが，内容的にそれはtheanswerを限定する形容詞
句であり，直前型の所有格と同様な働きを示している。
2．5関係詞の先行詞も多様である。
094.Whatdoyousaywereallyconcentrateonthisman'snamewhoshebrought
home？(A､C､）
先ずこのwhoはwhomの代用，米語の会話体によく見られる形であるが(3．1参照),
その先行詞は所有格rnan>sである。
095.TheonlycmZylwaswaswhenlmarriedhim.(A.C.)
先行詞はcrazyであるが，内容から見て名詞ではなく形容詞，しかもtheonlyがついた制
限用法で，省略された関係代名詞はwhichかthat(補語),「私力:唯一度(彼に)夢中になっ
たのは結婚したときだけ」という意味である。次例も形容詞が先行詞であるが非制限用法
で，これは比較的よく見られるものである。
096....(sheis)verygladtoseeme,whichbeautifulwomenarenotalways.(B.
C.)
同様例をもう一つ，
097.Mytasteforthetheatreis,Ifear,weakening,whichhersiscertainlynot.
(B.D.)
この場合先行詞は現在分詞weakeningである。
2．6一般に4allthelittle(few)+名詞+that'で置換出来る関係形容詞whatについて
はスクール・グラマーで扱われることもある。
098....wewouldgointothemesawithwhatfoodandtoolswecouldcarry...
(A.D.)
しかし$andthat+名詞，で置き換えることの出来るwhichの関係形容詞用法に触れられ
ることはない。このwhichの用法をJespersenは，
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...atbestitisratherclumsydeviceandisavoidedbymanywriters.(MEG・IH,
p.126)
と判定しているが,Hardy,Murdochなどの例を次に三つ挙げると，
099.…hedidoncemeetwithayouth...;whichyouthaskedhimtolend...(B.
D.)
100.…thecandlesgaveabrightbutsoftlighttotheroom,inwhichgentle
illuminationthestainedwallswere...notconspicuous.(B､D.)
101.…he…camein…toaskherif…;toallwhichinquiriessherepliedinthe
negativeorwithindifference.(B､D.)
youthの繰り返し,lightとillumination,先行する間接疑問とinquiriesというように先行
詞と同じ語や同義語が反復され，常に非制限的である。
2．7文頭の関係代名詞whichも時々見られる用法であるカヌ，勿論スクール・グラマー
では触れられることはない。
102."Don'tworry,she(themare)'ssaferthanacradle."Which,inmycase,was
anecessaryguarantee…(A.D.)
前文を受ける一般の非制限的関係代名詞の一種と見ればよいが，この用法はD.H.
Lawrenceに出現することが多いという印象がある。次の3例は彼の短篇からである。
103."There'sthatenvelopefortheorganist'sfund…Whichisalllcanafford,''
shesaid.(B.C.)
104．"They'reviciouslittlenuisances,molesare."Withwhichherwrath
vanished.(B､D.)
105.…he…brushedtheashfromhiswaistcoat・Afterwhichheraisedhishead.
(B.D.)
2．8関係副詞thatはwhen,why,hoWの代用になるが,whereの代りをつとめるの
はanywhereなど(-where'に続く場合に限られているとされるが，そうではないのが次
例である。
106.ShewasstandinginthesameplaceontheporchthatshehadbeenwhenLov
firstcameintotheyard.(A.D.)
これは先行詞をthesameが修飾しているからかもしれない。もっとも次例はthesame付
きのwhereである。
107.Doyousleepinthesamebedwheresheslept？(B､C､）
関係副詞whereはwhen,why,howと違って普通省略されることはないとされる力;,次
例では，これもthesame付きだが，省略されている。
108.Idon'thavedateswithanyonewhoworksatthesameplaceldo.(A.C､）
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039でも二重限定のA条件を導<whereが省略されていた。039はUpdikeであり,106,
108はCaldwellである。whereの省略やthatによる代用はアメリカニズムと見てもよい
のだろう。
§3関係代名詞の各種混用
3．1疑問代名詞のwhomが口語用法でwhoになる傾向は非常に強い力39関係代名詞で
もwhomがwhoに置換されている場合がときどきある。
109.Asonwholhaveraisedasbestlcan…(A.C.)
110.…thisboywhohehadletgotwicebuthadtakenbackeachtime…(A.D.)
111.Isthishisreward-toturnaroundattheageofsixty-threeandfindhis
sons,whohelovedbetterthanhislife,oneaphilanderingbum-(A●C.)
112.I'mhavingdinnerwithmyfriends…wholtoldyouabout.(A.C.)
113．…Mrs．DUbin,wholhappentogreatlyrespect,wasworkinginthe
library…(A.C､）
114.ThisistointroducetoyouMissJoanDenverwholtalkedtoyouabout.(B.
D.)
最後の114を除きアメリカ例で，また会話体が多い。114はMaughamであるが,発話者が
十代の若者であることに関係があるのかもしれない。
3．2挿入節を含む関係詞節で関係代名詞whoがwhomになることはしばしばある。
115.-themotherendsherdaysinbitterresentmentofthesonwhoshefeels
hascastherout...(A.D.)
これはwhoのままである例であるが，直後の挿入節6shefeels'に「幻惑」されてwhoは
whomになり勝ちで，このことは一般にwhomがwhoになる英語の傾向に逆行するかの
ようである。以下そのようなwhom例を挙げる。最初の例は二重限定にもなっている。
116.…he'sthefirstcontemporaryl'veevermetwhoml'lladmitismysuperior
inmentalcapacity.(A.C､）
117．…theRoyalistsmadetheirfinalattempttodestroythemanwhomthey
hadhopedwouldusehispower…(A.D.)
118….Davout(whomhehadreasontobelievehadspieduponhimwhilehewas
actingaschiefofmilitarypolice)…(A.D.)
本来主格whoであるべきこのwhomが，更に目的格の形を取るが故に省略されるという，
三段跳びのような現象もしばしば起こる。
119.“WhoisEdna？”“Thegirlyouthoughtwasme.”(A､C､）
120.…neitherofthemwouldlendapennytoanymantheymerelysuSpected
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wasgoingtobuyanautomobilewithit.(A.D.)
121.…shegotalong-distancecallfromamanshesaidwasafriend…(A.C.)
122.Mymotheristheonlypersonlfeelreallylovedme.(A.C.)
123.Hehaslearnednothingexcepttotoadytothosehefeelsaresuperior.(A.
C.)
124.You'retheonlymanlknowdoessomethinggoodandlwanttohithim.(A.
C.)
いずれもアメリカ例であり，120を除き会話体である。120はFaulknerのT"2Re伽γsか
らであるが，この長篇は1人称の語りの形式で，地の文と言っても会話体に近いものであ
る。最後の124でand以下も内容的には関係詞節の中に入っているが，目的語を伴ってい
てこれは破格構文である。なおこの内容は二重限定であるが,B条件の関係詞がな<,and
が入っていて，§1のものとは異なる。結局同時成立のandによって二重限定的内容を表わ
していることになる。andを消してwhomを入れ,himを除けば標準的二重限定関係詞節
になる。
以上のようにwhomとして関係詞が残っている場合よりも省略される場合の頻度が高
いように思われるが，この@who→whom→省略，のグループに対し，同じ挿入節含みで
which(主格）→省略のグループがある。勿論途中にwhich(目的格）が理論上介在してい
る筈である。
125.…havingexploredalltheproblemshefeltwerewithinthescopeoffiction.
(A.D.)
126....shepassedalongthelaneshethoughtwastherightone…(B.D.)
127.HewroteBrettalettershefeltwascruel...(B.D.)
128.OrwecouldgotoapictureIhearisgreat.(A.C.)
129.…withasortofgreed,ahungershehadn'tknownwasinher.(A､D.)
こちらの方はイギリス例も目につく。
3．3前項で挿入節含みの関係詞節における主格関係代名詞の省略を見た力§，それ以外
の主格関係代名詞の省略について，スクール・グラマーでも扱われる標準的なものには，
1）強意構文,2)Thereisで始まる文,3)関係詞節中にthereis力ざ入っている文，の
3種類がある。これらのItisにせよ,There/thereisにせよ，それは名目的なものであり，
いわば影の薄いものであり，関係詞力:省略されても先行詞はそのまま他の部分とつながっ
て文脈の根幹は保たれる。その省略はむしろ自然の成り行きである。強意構文の場合につ
いては次章4．3で扱い，ここではその他の標準的なものの比較的珍しい例のみ挙げる。
最初の2例はThereisで始まるものである力F,Shakespeareの「十二夜」からのもので，
この構造の歴史の古いことがわかる。
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130.…thereisatthegateayounggentlemanmuchdesirestospeaktoyou.(B.
C.)
131.Thereisnowoman'ssides/Canbidethebeatingofsostrongapassion/As
lovedothgivemyheart.(B.C.)
これに対し次の二つはアメリカの現代例であるが,Here'sで始まるものである。
132.Hey,here'soneisn'tbroken…(A.C.)
133.Here'safinewonderfulmansavesyourbrother'slife…(A.C.)
3．4挿入節があるわけでもなく，また標準化された場合でもない主格関係代名詞省略
の例が次のグループである。
134.Theonlyonestilltalksaboutitismywife.(A.C.)
135.Shewastheonehadgotthemoney.(B.D.)
136.Thisisthewomanclaimstobeyourmother.(A.C.)
以上は省略されたものがwhoであり，以下はwhich例である。
137.…yourswasthefirstcarinanhourstoppedforme.(A.C.)
138.1s､，tthattheworstGod-damnreportwaseverwritten？(A､C､）
139.Yougotawhipgoesrightthroughcloth,do､'tyou？(A､C,）
140....yOuknowthey'reliabletodoanythingcomesintotheirheads.(A.C.)
ほぼアメリカの会話体であると言えよう。先行詞は主語，目的語といずれの場合もあり区
別はない。Jespersenはこの省略を，
Nowadaystheconstructionisonlyfoundasavulgarismorasanachaismin
poets.(MM.Ⅲ,p.144)
と言っている力§，上例の如く決して珍しくはない。
3．5複合関係代名詞whoever,whomeverの混用はよく言われるところである。
141....wewillberesponsibleforwhomsoeverstayswithyouinthehouse.(B.
C.)
staysの主語たる複合関係代名詞が導く名詞節力笥，全体としてforの目的語になっている
ことから起った混用である。
142.…whoeverhewaslookingfordidn'tseemtobethere.(A.D.)
これは逆にforの目的語たる複合関係代名詞の導く名詞節が，全体としてdidn'tの主語に
なっていることから起った混用である。しかし次のような場合は何とも説明のしようのな
い混用である。whom→whoの一般的趨勢の表われの一つなのであろう。
143.Take'emdownstairsandgive'embacktowhoevertheybelongto.(A.C.)
3．6who,whomがtheperson(s)やanyperSon(s)という先行詞を中に含む複合関係
代名詞として使われることが現代英語にも相当ある。
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144.TherealisationthatNancywaswhoshewas,andthatshewasnotTess,
wasmyundoing.(A.D.)
145.Andherelmustmakeclearthathadlnotbeenwholam,andbornand
rearedaslwas,Iwouldprobablyneverhavedared…(B.D.)
146.Becausewholreallylove...isMrMellors…(B､C､）
147.Hecanbringwhomhelikes.(B.C,)
148.Myaunt,..6ifthat'swhomyoumean,isfastasleepbynow…(B.C.)
149.Butitisnotl/WhocanloosewhomthePopehasbound.(B.C.)
150.…I'llhavenobodyinthewood,exceptwhomlmayinvite.(B.C､）
151.She…came..lookingaltogetheradifferentpersonfromwhomshehad
beenhitherto…(B.D.)
初めの3例はwho,あとの5例はwhomであるが,146のwhoは142のwhoever,151の
whomは141のwhom(so)everと同じ論理のものである。イギリス例が多い。
§4各種の強意構文
4．1スクール･グラマーはit=形式主語,that(接続詞）以下＝真主語の文型について
は詳しい。
Itisasheerfactthatweshalldiesoonerorlater.
それに対して強意構文のItis-thatについては，その出現頻度が前者に決して劣らな
いにもかかわらず余り熱心ではない。以下この強意構文の諸相を眺めたい。
強意構文のthatの多くはwho,whom,whiChで置き換えることの出来る関係代名詞で
あるが，次の場合はどうか。
a)Itwasyesterdaythathecamewithher.
b)Itwaswithherthathecameyesterday.
このthatは接続詞と見られることが多い。しかし一般の関係詞構文のやり方でa)を二文
に分解するならば，
a－1．Itwasyesterday.
a-2．Yesterdayhecamewithher.
となり,that=Yesterday=副詞，そして同時にthatは連結語であるから，関係副詞と見
ることが出来る。同様にb)を二文に分解すれば，
b-1．Itwaswithher.
b－2．Withherhecameyesterday.
となり,that=Withher=副詞句，そして同時にthatは連結語であるから，これも関係副
詞と見ることが出来る。強意構文のすべてのIthatが関係代名詞もしくは関係副詞である
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なら,Itは論理上の先行詞，直前の語や語句は形式上の先行詞となり，強意構文のすべて
が，本稿の主題たる形容詞節とかかわることになる。
4．2強意構文のうち大半のものは主語強調か他動詞の目的語の強調である｡
152．…itwasn'tonlyhisfamilywhospoiledHarold,hereflected,itwas
everybody…(B.D.)
153.Itisnoteveryman…whomlwouldexposetoyourfascinationsolight-
heartedly.(B.C.)
152はnotonly…(but)のからんだ主語強調,153は否定文の目的語強調である。連結詞が
関係代名詞のものでは更に次のようなものがある。
154.Itisaboythatyouare.(B.C.)
155.ItwasBirkinwhosehand…hadclosed…overthehandoftheother.(B.D.)
156.Itisthemanwhoselovewanes.(B.D.)
154は主格補語の強調で珍しい。155,156は所有格強調で，例えば156の元の文はThe
man'slovewanes.である。
4．3強意構文の連結詞はしばしば省略される。次に挙げる157のような目的格の場合だ
けでなく，3．3で触れたが，158～16Oのように主格も省略される。
157.ItisGod'sworklhavecometothelandtodo.(A.C.)
158.Ifitwasaprincecamehereforyouitwouldbenodifferent.(A.C.)
159.Well,itwasBelasentmeover/JuStforaweek.(B.C.)
160.ItwasthemgaveCurrantheidea.(B､C.)
160は主語強調の関係詞省略であるにもかかわらず，強調された主語はthemとして残っ
ている。Itisme.の連想なのであろう。もっともJespersenは，主語強調の関係詞省略タ
イプでは名目的なItisのあとで,強められた語は直後の動詞の主語である意識がまさるの
で目的格になることはないと言っている("EG."I,p.145)。次は全く逆で，目的語強調
であるのに強調部分はsheになっている。
161.…hecouldhardlybelievethatitwasshewhomhehaddaredtolove.(B.
，.）
この2例などは全く自由奔放な感じである。
4．4前置詞の目的語の強意構文の扱いは多少複雑である。
162.…itisnotthepoetSt.DennisofwhomGowanspeakssomuchashisown
invention...(A.D.)
163.…heshouldaskwhoitwasofwhomJesusspoke.(B.D.)
164．…itisthesepeople-andtherearemanyofthem-forwhomthe
deficiencyofLatinandGreekiSmostunfortunate.(B.D.)
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165.ItwasShaw…towhomHardyturnedfortheloanofadresscoatinwhich
hecouldattend…(B.D.)
166.ItwasastrangeworldintowhichAshendenfoundhimselfthrown…(B.D.）
このように強意構文で前置詞を関係代名詞の直前に置く型は意外に多い。これに対して前
置詞を関係詞節の末尾に置いたのが次例である(関係詞は省略)。
167.Itwasdeathshewasangrywith,notherchildren.(A.D.)
上記二つの型は目的語だけを強調する形式である力§，第3の形として‘前置詞十目的語
＝副詞句'を強調するのが次の諸例である。
168.…itwasnotforhimthatshewaswaitingthere.(B.D.)
169.…itwasoflamentationsandentreatiesthatshewasreallyafraid.(B.D.)
170.Itwaswithaneffortsherousedherself…(B､，.）
一般に先の二形式と意味の上で微妙な違いがある筈である。この副詞句強調では連結詞を
関係副詞と見てきたが（4．1)，勿論whomやwhichは使われず,thatが用いられてい
る(170は省略)。
4．5以上主語，他動詞の目的語，補語，所有格，及び前置詞の目的語の強調例，それ
にその連結詞の省略も見てきた。次に単一副詞の強調を見る。これの出現が意外に多い。
副詞の強調なので連結詞はthatかその省略,thatの品詞はやはり関係副詞と見る。
171.…itwasherethatIwasseriouslytemptedtoleaveher.(B.D.)
172.Itwasheretheyweredigestedandsorted…(A.D.)
173.Thenitwasthathisquickandanxiousglanceaskedthequestion:
“Which？”(A､，.）
171,172はhere,173はthenの強調，うち172はthat省略。このような明らかに時や場
所を表わす単一副詞だけでなく，以下はより一般的な副詞の強調である。特に頻度に関す
る副詞の場合が多い。
174.Itwasseldomthatshethoughtofthemountains.(A.D.)
175.Itisseldomthatonefindsallthingsatonemarket-wine,food,loveand
firewood.(A.C､）
176.Itwasseldomhewassoconfidential.(B.D.)
177.Itwasrarelyshesawhismaster'sface.(B.D.)
178.…it'snotoftenltreatmyself.(B.C.)
179.Itwasoftenthathesuspectedthemtobeliars.(A.D.)
180.Justthisonce、It'snotoftenlaskyoutodoanythingforme.(B.C.)
以上7例中4例はthat省略,oftenの場合は否定のことが多い。
181.Itwasonlylaterthatlrememberedthesevoices.(A.D.)
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182.ItwasonlyquiterecentlythattheyexecutedaPrimeMinister.(B.C.)
181のlaterは副詞の比較級である。その他一般の様態を表わす副詞の強調例では，
183.Itwasveryquietlythatlremarked…(B.D.)
184.…itwasquitecoollythathethoughthowmuchbetteritwouldbeif…(B.
D.)
185.Itwasthusthatsherecordedherpermanentresentmentatthelossof
SeptimusSmall.(B.D.)
次は副詞的用法不定詞の強調である。
186.Itistofindoutthesecretofthislandthatyouhavecome.(B.C.)
次は現在分詞（分詞構文）の強調例である。
187.…perhapsitwassittingatthisverytablethatheremarkedtoafriendof
mine…(B.C.)
この187はJ.Conradの短篇集からのものであるが,次の2例も同一作品集からの引用で，
やはり～ing部分を強めている。しかし今度のものは現在分詞ではなく動名詞であり,188
は主語強調，189は目的語強調である。
188.ItwashearingherselfcalledLaughingAnnethathadstartedhersobbing
likeafool.(B.C.)
189.'Tisn'tsellingyourolda理zz"0"e(aship'sname)wants.Theblamedthing
wantstomahawking.(B.C.)
4．6強意構文に於ける時制については，稀に前半，後半の不一致の場合力罰ある。
190.Itistheywhowenttosleepastheypulled…(B.C.)
特に過去完了を含む場合が注目される。
191.Iknewitwashewhohadkilledhim.(B.D.)
192.Tillthenithadalwaysbeenhewhosoughthercompany.(B.D.)
193.ItwasatCambridgethathehadmetSegouin.(B.D.)
194.…ithadbeenhisfatherwhohadfirstSuggestedtheinvestment.(B.D.)
191と193は‘過去十過去完了'192は逆に‘過去完了十過去'194は‘過去完了十過去完了，
で，考えられるすべての組み合わせが出現していることになる。191，192はMaugham,
193,194はJoyceからの例で，同一の作家でも用法は一定していないということになる。
4．7次は二重限定の強意構文である。
195.Whatisityouwantthatyouhaven'tgothere？(B,C､）
次例は195と形は同じだが，後のwhich節は強意構文，はじめのwhich節はthetruthを
先行詞とする普通の形容詞節である。このような場合，強意構文の方はthatが普通使われ
るとJespersenは言うが(MEG."r,p.91),本例では両方共whichである。
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196.…itwasuselesstouttersuchtruths…Butitisonlythetruthwhichis
uselesswhichreallymatters.(B.D.)
4．8これまで扱った強意構文は@Itis-that'でitは常に主語であったが，次例のit
は目的語であり,:ittobe-that'の形をとる。これは‘形式目的語+O.C+真目的語,
と酷似しているが実は強意構文であり,thatはこの場合主格関係代名詞になっている。
197.Youmustnotsupposeittobecapriceonmypartthathasledmetochange
mypublishers.(B.D.)
4．91tの代りにThatなどを用いた形は強意構文と一線を画するとする見方が一般の
ようである。確かにItよりThatは力強<,単に論理上以上の，真の先行詞の感じが強い
が，しかし文の構造といい，間に入る語の強調されている事実といい，少くともある種の
強意構文と見て差し支えないだろう。
･198.Thatwashercreekwewereplayingalongthisafternoon.(A.C.)
199.-．on'tyouthinkthat'sabitofaHindoowe'vegotholdofhere？(B,C､）
2例とも後のthatは省略されている。次の例はThisで始まるが，同様に考えられる。
200.…thisisaniceladyyou'retalkingto.(A.C.)
次はShakespeareのO幼g肋からのものであるがsheで始まる。
201.…she'sasimplebawd/Thatcannotsayasmuch.(B.C.)
これも強意構文と見るが，諺によくある，意味が裏返しになるタイプの一種である。
Itisanillwindthatblowsnobodygood.
Itisawisefatherwhoknowshisownchild.
4.10強意構文のit,形式主語のit,時を表わすit,状況のitなどをめぐって統語上の
混乱が生じていると見られるものがある。
202.ItwasamorningearlyinAugustthattremblingatthekneesMichaelhad
gonedowntothestationtomeetNickFawley.(B､D.)
これはMurdochの長篇からの引用だ力訂,作者がこの文をスタートしたとき,Itは時を表わ
すものであったのだろうが，それならAugustのあとは接続詞whenが来るべきであろう。
thatを残すとすれば副詞句強調で,onamorningとすべきであっただろう。
203.Yourletterwasjollygoodtomereally-IalwaysthankGodwhenaman
willsaystraightouttomewhathehastosay・Butitisrarewhenonewill.
(B.D.)
これはD.H.Lawrenceの書簡の一節である力守,But以下は｢率直に言ってくれる人はめっ
たにない」ということである。この文でitは状況（前文のwhen以下の内容）を表わし，
うしろのwhenは接続詞であろう。但しそれならこのwhen以下の状況はitの中にこめら
れているわけで,when以下は言わずもがなという感じがする。むしろ作者はここで，
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a)Itisrarethatonewill.あるいは
b)Itisrarelythatonewill.
と言いたかったのではないか。a)は形式主語Itの構文,b)は副詞強調の強意構文であ
る。唯，作者はここで前文のwhenamanwill..、を強く意識し，それを意識的に繰り返
そうとした為,a)の形式主語のあとにwhen以下を続けてしまったのではないだろうか。
204.It'sthiscourseWhereeachboyinclasshastogetupinclassandmakea
speech.(A.C.)
これはSalingerのTWe@允"eγ加娩2尺)杉の一節であるが，文脈から判断して副詞句強
調の強意構文である。時や場所の副詞句が強調されるときに連結詞がwhen,whereになる
場合，例えば
Itisinthespringtimewhentheorangetreesarenice.
ItwasinaNorfolkvillagewherelfirstranacrosshim.
（｢研究社英文法シリー ズ｣21巻,p.25)
のケースである。であればinthiscourseとすべきであろう力ざ,inが脱落しているのは，
作者にはこれが副詞的対格(adverbialaccusative)として意識されているのであろうか。
§5記述の対格
5．lofを欠いた形容詞句,Onionsのいわゆる記述の対格(accusativeofdescription)
についてJespersenは「19世紀になってよく使われるようになった」と言うが("EG.Z",
p.398),スクー ル・グラマー ではlItisnouse-'の形が動名詞の熟語的用法例として
登場する位である。一方大学教科書でこのofを欠いた形容詞句に言及のあるものは少な
い。例えば朝日出版のJohnUpdike;T"g〃"sjcSb肋0/には名詞修飾としての記述の対
格たる次の2例が見出される。
205.…Iwanttogetyouamanyourownsize.(A.C.)
206.…Dr.Greensteinwithapointednoseandalmondeyesthecolorofivy...
(A.D.)
そしてこの教科書の注釈者はyourownsizeにもthecolorofivyにも全く言及していな
い。しかし大抵の学習者にとりこれは奇妙な印象を受ける筈の表現であり，説明を加える
必要があろう。出現頻度から見てage,size,colorが圧倒的に多いので，以下この三種類
を中心に先ず名詞修飾型から例を挙げる。歴史の浅い記述の対格の中でも特に名詞修飾用
法は，補語用法から最近になって発展したものであるとJespersenは言っている("EG.
",p.389)。
5．2先ずage例，代名詞所有格に続くものが多い。
207.Besides,apersonmyageshouldn'tsquandertheireyes.(A.D.)
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208.Theysaidhewastooyoungtobemarriedtoawomanmyage.(A.C.)
209.Many,manymenmyageandinmyincomebracket...(A.D.）
210.Maybel，mintendingtoprovelknowsomethingaboutpeopleyourage？(A，
C.)
211.1fthere'sanythingakidyourageneeds,it'ssleep.(A.C.)
212.He'sprobablysomewhatabsentmindedlikemostpoetshisage…(A.D.)
213.Heknewquitealotabouttennis,forakidhisage.(A.D.）
214.Hisotherrelatives…－twofemalecousinshisage-livedinOdessa.
(A.D.)
215.Heispiningforme…inspiteofbeingabletoplaywithhiscousin,justhis
age.(B.D.)
205のまうにone'sownageも目につく。
216.Doyouthink,Jude,thatamanoughttomarryawomanhisownage,orone
youngerthanhimself…？(B､C､）
217.…shehadnotdeliveredherhearttoayoungmanherownage…(B.D.)
その他変形されたもの，
218.…howlittletheycando…forsomeonethatage…(A.D.)
219.…tomarrythefellowtoawomannearlytwicehisage…(B.D.)
5．3次にsize例,thesizeof～の形が多い。
220.Ahardlittlelumpthesizeofapea.(A.C.)
221.…secretsareanunusualcommodityinatownthesizeofGardenCity.(A.
D.)
222.ItwasanoddthingtoseeonahotdayinatownthesizeofParadiseChapel.
(A.D.)
223.1t'saCatholicmagazinethesizeoftheReα〃γbDges/.(A.D.)
224.Theancients...seizedrocksthesizeofsucklingpigs…(A.C.)
225.…itmightbebesttoputanoceanthesizeoftheAtlanticbetweenherself
andwhatsheneededtoforget.(A.D.)
226.…acoupleofbrassmedalsthesizeofasixpence…(B.C.)
その他変形されたもの，
227.Hehadabig,heartylaughthatwouldhavefittedamantwicehissize...
(B.D.)
次例はsizeでな<widthであるが，同類と見ることが出来る。
228.…he…showedmeanarrowlittleroomthewidthofapassage…(BC.）
英語語法覚書(II)
もっとも,Murdoch例であるが,ofの残っている場合がある。
229.Youcan'tdisposeofathingofthissizeinthiscoolway.(B.C.)
5．4次にcolor例,thecolorof～の形が多い。
230.Shehadhairthecolourofmahoganywithaglossonit...(B.D.)
231.Shehadhairthecolourofpalehoney...(B.D.)
232.Shewasaverytallgirl...withhairthecolourofconkers…(B.D.)
233.Hewasasmallman,withsunkencheeksthecolorofbrick..(A.D.)
thesamecoloras～も目につく。
234.Hehadskinthesamecolourastheturf-colouredbogwater…(B.D.)
235.…thewidebedwascoveredwithapinkspreadalmostthesamecoloras
thelamp.(A.D.)
5．5以上，あたかもofの欠落したかのような形容詞句，記述の対格の名詞修飾につい
て，圧倒的に出現頻度の高いage,size,colorの例を見てきた。形容詞句ということであ
れば次は補語としての用法で，名詞修飾の場合ほど目立たないが,やはりofの欠落したか
のような形がbe動詞に続く。
236....Ineverbelieveditwhenlwasyourage.(B.C.)
237.Icannotbelievethatyouaretheageyousay.(B.D.)
238.Shelostherbathingsuitbecauseitwasasizetoobig.(A､D.)
239.Hewasthesizeandbuildofamiddleweightgonealittleheavy.(A.D.)
240....themarbleswerethecolourtheseawasatnight.(B.D.)
こちらもage,size,colorが多いのであるが,239はsizeと対応してbuildも使われてい
る。240のcolorはwereの補語であるが，それを先行詞とする省略された関係代名詞はう
しろのwasの補語であり，いわば二重の例文となっている。
次の2例はbe以外の動詞に続く補語例。
241.Heprofessedtobeeighty-fouryearsold,buthedidn'tlookhisage.(B.C.)
242.…tigerliliesbloomthesizeofaman'shead.(A.D.)
しかしこのような記述の対格に対して，以下のようにofを伴った補語例もある。
243.Myson'snotofmarriageableage.(B.C.)
244….hisears,whichwereagainoftherightmasculinesize.(B.D.)
245.…theyareofashapesolidandgeometrical…(B.C､）
§むすびに
以上形容詞相当語句に関して，スクール・グラマーではカバーし切れない部分で，小説
や戯曲，評論などの中に比較的頻繁に出現する語法・文法現象を5項目に分けて考察し，
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出現頻度の確認の為その用例を出来るだけ丹念に列挙した。それと同時に教室でのそれら
の説明の必要性やその方法についても私見を述べてきた。語法カードを作るようになった
筆者の最近20年の読書傾向や範囲を物語るかのように，出典が現代に偏っているきらいは
あるが，そのような領域が大学教科書に選ばれることの多いことを考盧すれば，あながち
不当な選択であったとは思わない。先にも述べたように，文学研究徒が文学的読書をする
際に副産物として書きためた語法カードの整理から，本稿は生まれた。スクール･グラマー
からはみ出たものとしてこれら語法・文法現象を教室で補足的に解説，説明するとき，授
業担当者が用例集として本稿を利用出来ればと思う。('87.10.12)
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